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日本医療研究開発機構「ワクチン・新規モダリティ研究開発事業（一般公募）」  
公募採択に関するお知らせ 

 
第一三共株式会社（本社：東京都中央区、以下「当社」）は、当社が開発中のインフルエンザmRNAワ

クチンについて、国立研究開発法人日本医療研究開発機構（以下、「AMED」）が実施する令和4年度 
「ワクチン・新規モダリティ研究開発事業（一般公募）」の「重点感染症に対する感染症ワクチンの開発」

に採択されましたので、お知らせいたします。 
 
当社は、採択課題である「インフルエンザワクチンに関する研究開発」において、インフルエンザ予防

に係る多様なニーズに対応するために、自社で開発したmRNA技術の適用を図ってまいります。今後は、

AMEDからの支援を得てパンデミックに備えたインフルエンザワクチンの実用化を推進いたします。 
 
当社は、これまでに培ったmRNAワクチンに係る経験を活かして、本採択課題を推進し、国が定める

重点感染症に対するワクチンの実用化に向けて積極的に取り組んでまいります。 
 

以 上 
 
「ワクチン・新規モダリティ研究開発事業（一般公募）」の概要 
感染症有事に国策としてのワクチン開発を迅速に推進するため、令和4年3月22日に先進的研究開

発戦略センター（SCARDA）がAMED内に設置されました。SCARDAが中心となって推進する本事業で

は、国が定める重点感染症に対して、感染症有事にいち早く、安全で有効な、国際的に貢献できるワク

チンを国内外に届けることを目標に、（1）感染症ワクチンの開発、（2）ワクチン開発に資する新規モダリ

ティの研究開発を実施します。また、感染症有事には、発生前のファンディングを通じて得られた最新の

知見・技術や、エビデンスを集積し、迅速・機動的に早期実用化を目指すこととしています。 


